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 要 旨   

 

背景： 

アルコール摂取と腎結石（KSD）との関連性は、現在の臨床データでは明らかな証拠がない。 

 

方法：  

我々は、2007～2018 年の国民健康栄養調査（NHANES）を用い、ロジスティック回帰分析でアルコール

摂取と腎結石の罹患率との関連を解析した。 

 

結果： 

計 29,684 人の参加者を最終分析対象とし、その内の 2,840 人に腎結石があった（SF群）。平均アルコ

ール摂取量は、SF群では 37.0 ± 2.4 g/日であったのに対し、非 SF群では 42.7 ± 0.9 g/日であっ

た（p = 0.04）。ビール（オッズ比（OR）＝0.76、95％CI：0.61〜0.94、p＝0.01）およびワイン（OR

＝0.75、95％CI ：0.59〜0.96、p＝0.03）の摂取は腎結石罹患率の低下と強く関連していたが、リカー

(蒸留酒)類摂取は関連がなかった。さらに、ビールおよびワインの摂取が結石形成に及ぼす影響は用

量依存的であった。 1～14g/日のビールを飲む参加者と非飲酒者を比較した場合の ORは 1.41（95％

CI：0.97～2.05、p = 0.07）、14～28g/日を超えるビールを飲む参加者と非飲酒者を比較した場合の

OR は 0.65（95％CI：0.42～1.00、p = 0.05）、28～56g/日を超えるビールを飲む参加者と非飲酒者を

比較した場合の ORは 0.60 （95％CI ：0.39～0.93、p = 0.02）、56g/日を超えるビールを飲む参加者と

非飲酒者を比較した場合の ORは 0.34 （95％CI ：0.20～0.57、p < 0.001）であった。興味深いことに、

ワイン摂取の影響は、適度な量（1日 14～28 g 超）を飲む参加者だけで有意で、非飲酒者と比較した

OR は 0.54（95% CI: 0.36～0.81、p = 0.003）であったが、低用量（1日 1～14 g）および大量（28 g

超）のワインを飲む人を非飲酒者と比較するとこの影響は失われた。これらの影響はスプラインモデ

ルで一貫していた。 

 

結論：  

この研究は、中程度～大量のビール摂取と適度なワイン摂取の両方が腎結石のリスク低下と関連して

いることを示唆している。因果関係を明らかにするには、さらに前向き研究が必要である。  


